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主論文

Immunohistochemical expression of CD44v9 and 8-0HdG in ovarian endometrioma and 

the benign endometriotic lesions adjacent to clear cell carcinoma 

卵巣子宮内膜症性嚢胞の癌化における CD44 ゆと 8・OHdG の発現

Emiko Niiro, Naoki Kawahara, Yuki Yamada, Chiharu Yoshimoto, Keiji Shimada , 

Tamotsu Sudo, Hiroshi Kobayashi 

The Journal of Obstetrics and Gynaecology Research . 2019Nov; 45(11): 2260-2266. 



論文審査の要旨

卵巣子宮内膜症性嚢胞（ovarian endometrioma: OE）は癌化することが知られており、

発生率は自然発生の卵巣癌の8倍以上で、本邦では明細胞癌（clear cell carcinoma: CCC ) 

成分を持つこと多い。癌化の機序として出血に由来する鉄のフェントン反応によ り惹起

される酸化ストレスが、癌化の一因と考えている。

本研究では酸化抗酸化環境を解明するため、抗酸化に寄与する CD44 ゆと DNA 酸化

損傷マーカーで、ある 8・OHdG に着目し、 OE 27例と CCC の子宮内膜症成分 8例を対象

として後顧的に免疫組織化学法を用いて検討した。

患者背景では診断時の年齢、月経の有無、腫、虜の最大径に有意差を認めた。 免疫染色で

のCD44v9 陽性細胞頻度はOEで有意に高く、 8-0HdG 陽性細胞頻度はCCC の内膜症成

分で、有意に高かった。また CD44v9 と8・OHdG の発現率には負の相関を認めた。 この結

果から、 OEの癌化に抗酸化能の変化が関与している可能性が示唆された。

酸化ストレスの評価方法、 OE癌化の分子機序、 CCC の前癌病変の有無、癌化予測の

可能性などについて質疑が成され、適切に回答するともに、更なる症例の蓄積と invitro 

系でのエピゲノム解析など研究の方向性が述べられた。
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以上、主論文に報告された研究成績は、 参考論文とともに女性生殖器病態制御医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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